
　
全
国
化
粧
品
小
売

協
同
組
合
連
合
会
は
、

７
月
８
日
富
士
吉
田

市「
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
」で
、

山
梨
県
化
粧
品
小
売

協
同
組
合
と
共
催
で
、

第
34
回
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
や
ま
な
し
大
会

を
開
催
し
た
。当
日
は
、

県
内
外
か
ら
70
名
あ

ま
り
が
参
加
し
、
雄
大

な
富
士
山
を
堪
能
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
、健

康
志
向
が
強
ま
る
な
か
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
ド

リ
ン
ク
剤
の
効
果
や
効
能
に
つ
い
て
の
相
談
も
多
い
た
め
、お
客
様
に

安
心
し
て
服
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
知
識
や
接
客
技
術
の
向
上
を
目

的
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
当
番
県
の
西
山
武
夫
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
、山
梨
県
化
粧
品
小
売
協

同
組
合
理
事
長
が「
日
本
一
の
富
士
の
麓
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。」と
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
大
会
で
は
、
平
成
20
年
度
の
事
業
報
告
と
平
成
21
年
度
の
事
業
計

画
、全
国
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
連
合
会
中
神
美
郎
理
事
長
よ
り「
お

客
様
に
選
ば
れ
る
店
を
目
指
そ
う
」を
テ
ー
マ
に
提
案
並
び
に
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、勝
俣
明
美
中
央
会
副
会
長
が「
中
小
企
業
を
取
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
き
て
い
る
が
、今

こ
そ
団
結
し
て
行
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、

女
性
が
美
し
く
な
る
こ

と
は
、経
済
効
果
を
生
み

だ
す
一
番
の
近
道
で
あ
る
。

是
非
、世
の
女
性
を
美
し

く
し
日
本
経
済
を
牽
引

し
て
欲
し
い
。
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
大
会
終
了
後
、甲
州
ワ

イ
ン
に
舌
鼓
を
し
な
が

ら
盛
大
に
懇
親
会
が
催

さ
れ
た
。

山梨県化粧品小売協同組合
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大会風景

熱心に聞きいる参加者

研修会風景

あいさつを行う井上会長

　
去
る
６
月
27
日
（
土
）
、

県
内
の
４
つ
の
協
同
組
合

（
山
梨
県
砂
利
協
同
組
合
、

身
延
砂
利
協
同
組
合
、
早

川
砂
利
協
同
組
合
、
富
士

川
中
流
砂
利
協
同
組
合
）

で
組
織
す
る
「
山
梨
県
砂

利
組
合
連
合
会
」（
井
上
聰

一
郎
会
長
）は
、構
成
組
合

員
約
65
名
の
参
加
の
下
、

同
連
合
会
が
事
務
所
を
構

え
る
甲
府
市
宝
一
丁
目
の

山
梨
県
農
業
共
済
会
館
研

修
室
に
お
い
て
、『
労
働
災
害
防
止
研
修
会
』を
開
催
し
た
。

　
研
修
会
に
先
立
ち
、あ
い
さ
つ
の
中
で
井
上
会
長
は
、ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る「
死
亡
災
害
の
絶
滅
、重
・
軽
傷
災
害
の
半
減
お
よ
び
労
働
保
険

料
１
０
０
％
完
納
」を
提
唱
し
、労
働
災
害
の
撲
滅
に
あ
た
っ
て
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

　
同
研
修
会
で
は
今
回
、労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
功
刀
能
文
氏

を
講
師
に
迎
え
、県
内
外
の
労
働
災
害
の
現
状
や
労
働
災
害
防
止
対
策

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
功
刀
先
生
は
、最
近
の
事
例
を
イ
ラ
ス
ト
を
ま
じ
え
た
わ
か
り
や
す

い
説
明
に
よ
っ
て
紹
介
し
、日
ご
ろ
の
作
業
習
慣
か
ら
の
気
の
ゆ
る
み

が
災
害
を
引
き
起
こ
す
最
大
の
要
因
だ
と
説
き
、作
業
に
対
す
る
意
識

の
喚
起
を
呼
び
か
け
た
。

　
同
研
修
会
は
、そ
れ
ま
で
関
東
支
部
の
各
県
で
の
持
ち
回
り
で
行
っ

て
い
た
が
、
県
内
の
砂

利
採
取
業
者
ら
の
労
働

災
害
に
対
す
る
強
い
関

心
と
、
県
独
自
に
よ
る

研
修
会
開
催
の
強
い
要

望
に
よ
り
、
連
合
会
単

独
で
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
　
参
加
し
た
組
合
員
は
、

「
こ
の
研
修
会
の
意
義

を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
労
働
災
害
の
防
止

へ
の
取
り
組
み
に
対
し

て
、
常
日
頃
か
ら
の
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
。」

と
語
っ
て
い
た
。

　
一
般
社
団
法
人
山
梨
県
農

薬
販
売
者
協
会（
三
枝
攻
理
事

長
）
は
７
月
27
日
、
リ
バ
ー
ス

和
戸
に
お
い
て
全
国
農
薬
安

全
指
導
者
協
議
会
山
梨
県
支

部
と
と
も
に
、
農
薬
・
病
害
虫

に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
当
協
会
会
員
を
中

心
に
約
30
名
が
参
加
し
た
。内

容
は
、①
指
導
農
薬
の
取
扱
に

つ
い
て
、
②
新
規
農
薬
情
報
、

③
山
梨
県
の
問
題
病
害
虫
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
た
。

　
ま
ず「
指
導
農
薬
の
取
扱
に
つ
い
て
」、丸
和
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の

宮
内
博
久
氏
よ
り
指
導
農
薬「
ラ
ン
ネ
ー
ト
」に
つ
い
て
、シ
ン
ジ
ェ
ン

タ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
前
田
綾
氏
よ
り
指
導
農
薬「
プ
リ
グ
ロ
ッ
ク
ス
Ｌ
」

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
安
全
使
用
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。二
氏
は
、メ
ソ
ミ
ル
、パ
ラ
コ
ー
ト
を
成
分
と
す
る
指
導
農
薬
の

使
用
の
際
に
は
、マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
、保
管
・
管
理
の
徹
底
、

適
用
外
使
用
は
絶
対
に
し
な
い
等
の
適
正
な
使
用
の
指
導
を
使
用
者

に
行
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　
次
に「
新
規
農
薬
情
報
」に
つ
い
て
、㈱
ア
セ
ラ
の
島
田
英
徳
技
術
開

発
室
長
よ
り
、新
規
農
薬
に
つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。島
田
氏
は
、

ダ
ニ
サ
ラ
バ
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和
剤
等
、９
種
類

の
新
規
の
農
薬
に
つ
い
て
登
録
作
物
や
使
用
上
の
注
意
等
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
を
行
っ
た
。

　
最
後
に「
山
梨
県
の
問
題
病
害
虫
」に
つ
い
て
、㈱
ア
セ
ラ
の
浅
利
覚

技
術
顧
問
よ
り
、山
梨
県
下
の
問
題
病
害
虫
で
あ
る
ス
モ
モ
ヒ
メ
シ
ン

ク
イ
、カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、ク
ビ
ア
カ
ス
カ
シ
バ
に
つ
い
て
、発
生
原
因

や
生
態
、防
除
方
法
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。浅
利
氏
は
、問

題
病
害
虫
は
ほ
と
ん
ど
が
果

樹
園
等
の
園
内
に
潜
ん
で
い

る
た
め
、越
冬
期
間
内
に
お
け

る
こ
の
発
生
源
・
伝
染
源
の
除

去
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
研
修
会
に
訪
れ
た
参
加
者

は
み
な
熱
心
に
聴
講
し
、質
疑

応
答
等
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。

今
後
も
当
協
会
で
は
研
修
会

等
を
重
ね
、農
薬
の
観
点
か
ら

農
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

熱心に研修を受ける会員

山梨県の問題病害虫についての研修の様子




